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1 ． ICPE2006 東京国際会議の特徴と動向

　 2006 年 8 月 13 日か ら 18 日まで 国立オ リン

ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ
ー

で

ICPE2006 東京国際会議が 開催 され た 。 会議

で は 、
「理 科離れ ・理 数学力低下」 問題 な どが

焦点 とな り 、 他方 で は 、地球温暖化 問題 、エ

ネル ギ
ー

危機 、 遺伝子操作 問題な どの 人類 史

的な課題解決 にお ける科学教育の 役割が強調

され 、 万人 が科学 の 基礎知識 とそ の 方法 を素

養 とし て 身 に っ け、基本 的な理解を深 めて 諸

課 題 に適切 な判 断が下せ る こ とが求 め られ た。

そ の すべ て の 人 の 科学 リテ ラシ ーの
一

つ とし

て 「す べ て の 人 の た めの 物理教育］ を検討す

るこ とが 国際会議 の メイ ン テ
ー

マ とな っ た。

　 450 人近い 参加者 と 300 篇以上 の 参加論文

の も とで 国際会議 は成功裏に 開催 され た 。 参

加者 内訳 は 日本 300 人余、ア ジ ア 諸 国 70 人、

欧米 と中南米や ア フ リカ だ っ た。世 界の 物理

教育の 研究者 が
一

堂 に会 し最新 の 科 学教育の

成果 と課 題 を講演 ・提示 しあ い 熱心 に論議 し

あ っ た 。 加 えて 、 創意工 夫 に満ちた ワ
ー

ク シ

ョ ップ 、 大盛況 の 演示実験、大歓迎 され た 日

本 の 手作 り実験 ・実演等、大 きく盛 り上 っ た 。

8 招 待講演 と外村彰氏 の 特別講演 が行われた。

  Edward 　R 　Redish（米国）「大学物理 教育研

究の 最近 の 動向1。   Luo　Xingkai（中国）「中

国 の 薪 しい カ リキ ュ ラ ム にお ける探究を基礎

とす る科学を 教え るた め の 、研究に基づ く教

員支援」。   川 勝博（日本）「す べ て の 人の ため

の 物 理 教 育 の キ ー ポ イ ン ト」。   Diane

Grayson （南 ア ）「発展途 上国にお け る現職教員

教育」   Elizabeth　Swinbank （英国）「す べ て

の 人 の た め の 物理
一Context（文脈 ， 背景）に基

づ くカ リキ ュ ラ ム 」  ViVien　M ．　Tahsayon （フ

イ リピ ン）選 ばれ た物理 教師教育プ ロ グラ ム

に お け る グ ロ ーバ ル な課 題 と ロ ー
カ ル なイ ニ

シ ア チブ 。   Prisc田 a 　Laws （米 国）「IT を利用

した物理 の Active 　Learning」。   Jon　Ogborn

（英国）　 「こ れか ら の物 理教育」。

2 ．・ rrを活用 した科学の アクティブラ
ー

ニ ング

　以 下で は 、私が 特に主 に関与 し企画 した 「IT

を活用 した科学の Active　Learning」分野 の 特

徴 的成果 と世界的な動 向に つ い て 報告す る 。

  Edward・F．　Redish 及 び   Priscilla　Laws （米

国）の 招待講演や諸講演で こ れ が提示 された 。

　 さらに、Active　Learning とい う学習法に関

す る
一

連 の ワ ー
ク シ ョ ッ プ が実施 された 。 特

に、私達 が企画 して David 　R．　 Sokoloff （米国 ）

等 と IT を活用 した力 学や電気回 路で の 能動 的

な 学習活動 を行 う本格的な Active　Learning

Workshop が 実現で きた （高松 で の ASPEN2006）。

会議 で は 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 講義デモ ン ス ト

レ
ーシ ョ ン （ILD）」 も 実施 され 、 日本 や ア ジ

ア か ら の 参加 者の 注 目を集め た 。　 「大 多数 の

学生 は 、 学ぶ 前 と同 じ （しば しば誤 っ た） 見

方 で 科 学概念 をほ とん ど理 解す るこ とな く入

門 コ ー ス を終 え る」 と い う状況が あ る。こ の

克服 に ITを活用 した Active　Learning が有効 。

　 数人 グル
ープで 15−30 人規模 の リア ル タ イ

ム 物理 実習 、 50−300 入の 多人 数授業で も実施

で きる ILD 等が 、
　 Redish、

　 Laws や Sokoloff

に よ り印象深 く講演 ・実演 された 。 そ の 際 、

私 た ちの 提唱 し た 「超 軽量台車 に携帯扇風機

を載せ た手作 り装置 （高松 ワ ーク シ ョ ッ プ で

手 作 り した）」 が Laws や Sokoloff 等に よ っ て

本格活 用 され た こ とが 特徴的だ っ た 。 こ う し

た 新 しい IT 活用 の 動 向や最新 の IT 活用授業

モ ジ ュ
ール の 現状 と課題 に つ い て も報告す る。
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